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項目 R1実績 R2実績 R3実績 R4目標 R4結果

1 市民 広報の充実
HPアクセス年間件数
（件）

4,186 3,692 5,993 4,650 20,534 実績の3ヶ年平均値 Ａ：達成（優）

2 〃 利用者数の増加 年間利用者数（人） 43,689 26,947 30,037 40,000 38,982
実績に合わせた目標値（新型コ
ロナウイルス感染症の影響を考
慮）

Ｃ：未達成

3 〃 稼働率の増加 全体平均稼働率（％） 44 32 44 40 43
実績の3ヶ年平均値（新型コロ
ナウイルス感染症の影響を考
慮）

Ｂ：達成

4 〃 事業内容満足度
アンケートで満足したと
回答した人の率(％)

96 97 97 96 100 同　　上 Ａ：達成（優）

5 財務 歳入の増加
公民館使用料年間収
入(円)

586,700 386,300 525,900 714,000 623,700 目標値は予算額 Ｃ：未達成

6 業務 他施設，他団体との連携
連携事業年間件数
(件)

26 15 30 21 32
実績の3ヶ年平均値（新型コロ
ナウイルス感染症の影響を考
慮）

Ｂ：達成

7 人材
職員の研修参加により，資質
の向上を図ります。

外部研修への年間参
加回数：（回）

― ― ― 5 11 公民館以外の研修 Ａ：達成（優）

8

9

10

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

・新しい公民館で乳幼児から高齢者まで様々な世代が「つどい」「学び」「つながる」学びの場の提供と
学習支援に努め、人の交流や学びを通して、地域の課題・生活上の課題を把握し、解決に向けて
取り組むことで、地域での絆をつくり、コミュニティの形成と活性化に取り組みます。

・LINEの活用による広報媒体間の連携をつなげたことから、、ホームページへのアクセスは目標を上回った。新型コロナウイルス感染症対策の定
着から、利用は回復傾向にあり、利用者数や使用料収入は増加したが、いずれも目標を超えることはできなかった。稼働率は前年度とほぼ同
様の実績となった。
・次年度も引き続き学びの場と学習支援に努め、地域課題の解決に向けた地域での絆づくりに取り組む。

ご近所だんぎ、サタディキッズ、地
域絆事業、女性セミナー等

職員研修

公民館主催事業，公民館貸館事業

ゆりかご学級、アクティブシニア、
女性セミナー、ユースセミナー等

公民館貸館事業

利用は回復傾向にあり、目標には
いたらなかったが前年度の実績を上
回った。

目標達成状況
未達成理由

評価

公民館情報のHPへの掲載

LINE広報の活用や、コロナ禍の影
響により公民館に関する情報アクセ
スが増加した。

公民館主催事業，公民館貸館事業

新型コロナウイルスの感染防止対
策が定着し、前年度より利用が増
加したが目標には及ばなかった。

主な事業等No. 視点 目標
評価指標

参考・補足

公の施設目標管理シート　（直営） （０２５）３８７－２０１４

年度

施設名 豊栄地区公民館 教育委員会中央公民館 当初予算（千円） 当初人員(人） R4.6.30

施設の
設置目的

市民のために，実際生活に即する教育，学術及び文化に関する各種の事業を行い，もって
住民の教養の向上，健康の増進，情操の純化を図り，生活文化の振興，社会福祉の増進
に寄与することを目的とします。（社会教育法第20条に基づく） R5.7.31


